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【はじめに】テラヘルツ(THz)波による距離測定は、3Dイメージング応用や見通しの悪い環境でも

使用可能なことから注目されている。我々はこれまでに、共鳴トンネルダイオード(RTD)発振器を

光源とする小型の距離測定システムとして、2つのサブキャリアで THz波を AM変調する方式を用

いた距離測定を報告した[1]。本発表では、多重になった複数対象物の測定にも拡張可能な、サブ

キャリアを FM変調する方式を提案し、その原理実証に成功したので報告する。 

【実験】Fig.1に実験系を示す。使用した RTD発振器は周波数

511GHzで出力は約 10μWである。任意波形発生器(AWG)からの

サブキャリアを RTD のバイアス電圧に重畳することにより、

RTD 発振器の出力を変調した。サブキャリアは Fig.2 のよう

に、周波数を 3.4GHz(fmin)～6.4GHz(fmax)でのこぎり状に変化

させている。RTDの出力をフェルミレベル制御バリアダイオー

ド(FMBD)で受信し、復調した信号をミキサの RF信号とし、ま

た、AWG からの変調信号を LO として、RF と LO の差周波数の

IF信号をオシロスコープでモニターする。伝搬距離は、IF信

号をフーリエ変換して得られた周波数分布のピーク周波数か

ら計算した。ピーク周波数をより正確に求めるため、離散的に

得られるピーク周辺の 3 点の測定値を放物線にフィッティン

グさせることによりピークを算出している。得られた距離に

は、空中伝搬のほかケーブルでの遅延も含まれる。Fig.3は、

FMBD 検出器を 1mm ステップで移動させた測定結果であり、正

しく距離が測定され、原理が実証できたことを示している。測

定距離の誤差は約 0.73 mm（標準偏差）であった。誤差の原因

は、雑音またはピークフィッティングの残留誤差、測定系内の

干渉効果によるものと考えられる。 
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Fig. 1. Schematic of the experimental setup 

Fig. 2. Measurement principle 

Fig. 3. Measurement result 
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